
生活単元学習は、「学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、生活の場に応用されにくい」という知的障害のある子どもの実態に応じ、子どもが興味を
もって主体的に行う「活動」を通じて、必要な内容を学べるようにする、という授業の形態である（学習指導要領解説 各教科編）。
他の授業以上に「子どもの興味」に注目する必要があるため、授業の中で扱う内容は固定的ではなく、そのときの集団の実態や興味に応じてゼロから授業を構想す

る場合も少なくないだろう。その際には、活動内容、目標、子どもの実態など多様な要素について、優先順位を決めながら、総合的に考える必要がある。そのプロセス
は現場の教師の個々の実践知に頼る部分が大きく、それらは十分に言語化されているとは言い難い。特に、昨今では授業で扱う教科等を計画段階から明確にする
必要性が高まっており、生活単元学習が知的障害のある子どもにとって意義をもって実践されるためにはどうすれば良いか、改めて議論する必要があると考えられる。
そこで、本研究では今後の議論に資するべく、生活単元学習における授業の構想のプロセスを明らかにする。なお他領域を含め、教師の葛藤や迷いを含めて授業構
想プロセスを明らかにしたものはことを踏まえ(清水, 2021)、個々の教師の語りからプロセスを詳細に明らかにしていく、仮説生成的な研究手法を採用する。
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生活単元学習の授業構想プロセスについての研究 ‐2名の教師の語りから

方法

考察
単元の実施に向け、A、B教諭が、いくつかの選択を迫られながら、授業を構想する様相が描き出された。以下、2名の構想プロセスにおける共通点から、生活単元
学習を構想する際の特徴について考察する。
１つ目は、構想プロセスの順序性である。2名は共に、プロセスの初期に、「達成感」「活躍の場の有無」「実現可能性」等の観点をもって、自らの授業についての

「アイデア」や「ネタ」を精査している。その後、A教諭は「単元のゴールの詳細」、B教諭は題材とする絵本など、単元を具体化している。そして後半には、子どもがいか
にして単元の「ゴール」に辿り着くか、単元の「ストーリー」を検討している。これについて他の授業における方法(田村, 2022)とは異なる可能性があり、生活単元学習
における先行研究(浅川, 2005; 太田, 2013; など)を含め、比較検討を行いたい。
２つ目は、授業における子ども主導と教師主導のバランスへの迷いである。生単では授業に子ども主導で展開する場面を取り入れようとする一方で、授業を成立

させるためには、教師主導で行う部分が必要である。2名の教諭は「単元のゴールに辿りつくために、教師が授業の展開を引っ張る必要がある」という思いと、「活動に
対して目的意識をもち、アイデアや協働を引き出すために、子どもの意図に沿うように単元の進行したい」という思いの間で揺れ動きながら、授業を構想していた。こう
した教師主導と子ども主導の間での戸惑いは、同じ各教科等を合わせた指導の一つである「遊びの指導」においても頻繁に生じている(進藤・今野, 2015; 菅原・
真鍋, 2022; 全日本特殊教育研究連盟, 1994など)。遊びの指導においては、子どもを目の前にしたとき、自らの振る舞いへの迷いが生じているのに対し、生活単
元学習においては、授業構想時から迷いが生じている可能性が示唆された。
今回は同一校・同集団での実践が対象だが、今後の課題として、多様な生単、あるいは他の授業における構想プロセスを明らかにし、比較することが挙げられる。ま

た、構想時に生じていた子ども主導と教師主導の間の戸惑いを経て、どのような授業が行われるか、授業展開時の教師の意思決定プロセスも明らかにしたい。

データ分析
逐語録から、2名それぞれの経験

や意思決定のプロセスについて、
「実際に辿った径路」と 「あり得た
かもしれない径路」を示しながら、
2名が「何に迷い、何に影響を受
け、どのような判断をしたのか」を描
き出す。

データ収集
・単元終了後(A教諭)、及び

単元実施前(B教諭)に、
構想を振り返るカンファレンス
を実施

・カンファレンスの逐語録を作成
(各24175字、8358字)

A教諭 B教諭

経歴
教員 9年目

うち知的特支 9年
本校中学部 5年目

教員1２年目
うち知的特支５年
本校中学部2年目

担当単元 9月に実施
(学部全体)

2月に実施
(学部全体)

問題と目的

・学部全体/学級で実施
・約3週間、90分
「帯」の授業

・主体性や協働など
内面的な学びに注目

本校生単の特徴対象

結果
A教諭

B教諭
授
業
で
行
う
活
動
を
考
え
る

Ａ
案:

巨
大
ジ
ェ
ン
ガ
を
作
る

Ｂ
案:

地
域
を
探
索
し
て
ジ
オ
ラ
マ
を
作
る

Ｃ
案:

地
域
の
施
設
を
掃
除
す
る

Ｄ
案: 

大
型
絵
本
を
作
っ
て
、
発
表
を
行
う

次
年
度
、
単
元
を
担
当
す
る
場
合
に
備
え
、

生
単
の
授
業
の
ネ
タ
探
し
を
始
め
る

子
ど
も
の
姿
（
や
り
が
い
、
目
的
意
識）
を
念
頭
に

単
元
を
計
画
す
る

実際の

プロセス

活
動
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ゴ
ー
ル
を
念
頭
に
単
元

を
計
画
す
る

あったかもしれ

ないプロセス
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
ら
ず
、

具
体
例
が
出
て
こ
な
い

1 A校での経験を経た気付き

生
単
の
授
業
の
ネ
タ
探
し
を
す
る
①

・
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
か

・

活
躍
す
る
場
が
あ
る
か

・

達
成
感
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
か

・

交
流
学
習
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
か

3 同僚教員

との雑談

生
単
の
授
業
の
ネ
タ
探
し
を
す
る
②

Ａ
案:

地
域
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

Ｂ
案:

大
き
な
絵
本
を
作
り
幼
稚
園
等
で
読
み
聞
か
せ

Ｃ
案:

ク
レ
ヨ
ン
の
端
材
を
集
め
、
溶
か
し
て
作
り
替
え
、
お
返
し
に
寄
付
す
る

2 子どもとの関わりを経た気付き

9
月
に
行
わ
れ
る
生
単
の
担
当
に
な
る

ネタの中から絞って具体的にしていく期（X年4,5月）

「
ネ
タ
」
の
中
か
ら
、
自
分
な
り
の
基
準
を
も
っ
て
授
業
で
何
を
行
う
か
絞
っ
て
い
く

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
を
踏
ま
え
て
考
え
る

活
動
の
テ
ー
マ
を
念
頭
に
授

業
を
考
え
る

「
実
態
」
と「
人
と
な
り
」
の
い
ず
れ
か
を
重
視
す
る

人
と
な
り: 

子
ど
も
が
、
何
に
喜
び
、
何
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
か
を
重
視
し
て
テ
ー
マ
を
考
え
る

分岐への影響要因 1： 活動の成果として評価を得やすいよう、

作品の見栄えを気にする、という考え 2 : あらかじめねらいを明確にすべき、という考え

4 テーマを念頭にする

と難しかった経験

5 子どもの内面に注目する職場風土（研究テーマ「深い学び」の影響）

実
態
を
踏
ま
え
ね
ら
い
を

設
定
す
る

ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
の

活
動
テ
ー
マ
を
考
え
る

ク
レ
ヨ
ン
な
ら
や
り
が
い
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
と
考
え
る

3 : 実態に合った「できる」活動でないと、やりがいは生まれない、という考え

「
実
態: 

認
知
的
な
特
性
、

ス
キ
ル
等
」
を
重
視
す
る

子
ど
も
が
活
動
に
や
り
が
い
を
も
つ
た
め
の
観
点

・

今
も
っ
て
い
る
力
で
活
躍
で
き
る

・

簡
単
す
ぎ
ず
、
達
成
感
が
あ
る

・

人
と
関
わ
り
、
感
謝
さ
れ
る

会
議
で
同
僚
教
員
と
共
通
理
解
を
図
る
た
め
、
単
元
の
詳
細
を
決
め
て
い
く

子
ど
も
が
や
り
が
い(≒

目
的
意
識) 

を
も
て
る「
授
業
」
を
考
え
る

ゴ
ー
ル
は
明
確
に
決
め
な
い
で
お
き
、
子
ど
も
の

活
動
の
様
子
を
見
な
が
ら
考
え
る

6 「人となり」を重視したとしても実態の差は個々への配慮で埋められる、という考え

肉付け・具体化期(X年6, 7月）

ね
ら
い
の
設
定

・

活
動
に
お
い
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
学
び
を
、

単
元
の
ね
ら
い
と
し
て
設
定
す
る

ク
レ
ヨ
ン
を
集
め
て
溶
か
し
た
も
の
を
「
虹
色
ク
レ
ヨ
ン
」
と
呼
ぶ
と
決
め
る

構
想
を
具
体
化
す
る: 
虹
色
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
何
を
す
る
？
交
流
相
手
に

渡
す
？
絵
を
描
く
？)

こ
の
時
点
で
は
単
元
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
決
ま
ら
ず
、
保
留
す
る

環
境
設
定
を
考
え
る

・

集
会
室
で
一
斉
に
行
う

・

道
具
置
き
場
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
と

型
を
選
び
、
砕
い
て
型
に
入
れ
、
ク
レ
ヨ
ン
を
溶
か
す

個
々
の
子
ど
も
の
ね
ら
い
を
設
定
す
る

改
め
て
単
元
の
ゴ
ー
ル
を
考
え
る

・

幼
稚
園
等
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
の
端
材
を
集
め
、
虹
色
ク
レ
ヨ
ン
を
作
り
、

お
返
し
に
そ
れ
を
寄
付
す
る

・

単
元
終
了
後
に
行
う
学
校
創
立
50
周
年
式
典
に
向
け
て
、

虹
色
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
作
品
を
作
り
、
全
校
の
前
で
紹
介
す
る

単
元
の
ゴ
ー
ル
を
明
確
に
す
る

ど
う
や
っ
て
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
か
、
考
え
る

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
子
ど
も
の
活

動
を
決
め
る

ゴ
ー
ル
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を

明
確
に
決
め
る

ゴ
ー
ル
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
複
数
想
定
す
る

・

虹
色
ク
レ
ヨ
ン
で
作
品
を
作
り
幼
稚
園

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

・

虹
色
ク
レ
ヨ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
、

・

興
味
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

活
動
す
る

e
tc

 

「
虹
色
ク
レ
ヨ
ン
作
り
」「
交
流」
「
作
品
作
り
」
と
い

う
活
動
の
骨
子
が
決
ま
る

7 子どもが目的意識もつことを最優先したい、という考え

本
校
中
学
部
に
赴
任
す
る

ポイント 環
境
設
定
を
考
え
る

・

ど
ん
ど
ん
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
す
る

・

十
分
な
活
動
量
が
あ
り
、
繰
り
返
し
で
き
る

・

待
ち
時
間
が
少
な
い

ポイント具体案 具体案 具体案 具体案

生
活
単
元
学
習
の
担
当
を
経
験
す
る

ネタ探し期（X－1年度）

X－３～Xー２年度

分岐点1

分岐点2 分岐点3 分岐点4

★（チーフが経験すること）

★ ★
学
習
指
導
案
を
作
成
す
る

★

4： 活動の成果として評価を得やすいよう、作品の見栄えを気にする、という考え

本
校
中
学
部
に
赴
任
す
る

高
等
部
の
担
任
に
な
る

再
び
中
学
部
に
担
任
に
な
る

生
単
の
チ
ー
フ
を
に
な
る
と
は
想
定
し
て
い
な
い

2
月
に
行
わ
れ
る
生
単
の
担
当
に
な
る

学
級
で
行
う
生
活
単
元
学
習
チ
ー
フ
を
経
験
す
る

生
単
の
授
業
で
何
を
す
る
か
考
え
る

具
体
案
を
思
い
つ
か
な
い

子
育
て
の
経
験
や
他
校
の
実
践
を
参
考
に
し

て
生
単
の
授
業
を
考
え
る

分岐点1

授
業
が
生
単
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
考
え
る

①

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
力
で
、
活
動
の
ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
け
る
か

3 : 他の授業での経験： 授業の中で子どもに任せる

部分が多いと、アイデアや協働が生まれる

分岐への影響要因 1 : 自分の子育ての経験

★

具体案

2 : 他校の指導案へのアクセス

分岐への影響要因 1 : 中学部に戻ってすぐにチーフをすることへの戸惑い

育
児
休
暇
を
取
得
す
る(

１
年
間)

活
動
の
ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
く
た
め
、
主
に

教
師
主
導
で
授
業
を
行
う
も
の
を
選
ぶ

Ａ
、
Ｂ
案
は
今
の
中
学
部
の
子
ど
も
た
ち

に
は
難
し
い
と
考
え
Ｃ
、
Ｄ
案
を
採
用
す
る

授
業
が
生
単
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
考
え
る

②

教
材
は
職
員
で
作
れ
、
実
現
可
能
性
が
あ
る
か

同
僚
教
員
を
思
い
浮
か
べ
、
Ｃ
、
Ｄ
案
ど
ち

ら
で
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る

実
現
可
能
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

／

実
現
で
き
な
い
と
考
え
る

4 : これまでの本校での経験：

製作に強い同僚教員

授
業
が
生
単
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
考
え
る

③
子
ど
も
に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
が
き
そ
う
か

2： 活動の成果として評価を得やすいよう、作品の見栄えを気にする、という考え

よ
り
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸
く
Ｄ
案
を
採
用
す
る

会
議
で
同
僚
教
員
と
共
通
理
解
を
図
る
た
め
、
単
元
の
詳
細
を
決
め
て
い
く

★

2
グ
ル
ー
プ
で
既
存
の
絵
本
を
モ
チ
ー
フ
に
大
型
絵
本
を
作
成
し
、
発
表
す
る

担
当
教
師
で
話
し
合
い
、
絵
本
を
決
め
る

・
絵
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
複
雑
す
ぎ
な
い

・
子
ど
も
が
何
を
作
っ
て
い
る
か
、
分
か
り
や
す
い

( 

製
作
す
る
物
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
連
が
あ
る)

・
あ
る
程
度
、
子
ど
も
が
自
由
に
制
作
を
行
っ
て
も
、
作
品
と
し
て
完
成
す
る

・

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
余
地
が
あ
る

・

生
活
年
齢
を
考
慮
す
る( 

発
表
相
手
に
合
わ
せ
る
な
ら
必
要
な
い
？)

何
の
絵
本
に
す
る
か
考
え
る

活
動
の
し
や
す
さ
を
重
視
し
て
、

教
師
が
絵
本
を
決
め
る

い
く
つ
か
の
中
か
ら
、
『
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
』
『
虹
色
ど
う
わ』
を
選
定
す
る

学
習
指
導
案
を
作
成
す
る

★分岐点2 分岐点3 分岐点4 分岐点6

子
ど
も
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
、

子
ど
も
が
絵
本
を
決
め
る

ポイント
誰
に
向
け
て
発
表
す
る
と
、
子
ど
も
は
達
成
感
を
得
ら
れ
そ
う
か
、

発
表
相
手
を
考
え
る

分岐点5

附
属
幼
稚
園・
本
校
小
学
部
に
発
表
す
る

保
護
者
に
発
表
す
る

5： 活動の充実度、発展しやすさを重視する

分岐点7

ね
ら
い
の
設
定

・

活
動
に
お
い
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
学
び
を
、

単
元
の
ね
ら
い
と
し
て
設
定
す
る

相
手
を
意
識
す
る
こ
と
に

最
も
注
目
す
る

環
境
設
定
を
考
え
る

・

集
会
室
に
集
ま
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
各
教
室
に
移
動
す
る

・

道
具
置
き
場
を
設
置
し
、
子
ど
も
が
そ
こ
か
ら
道
具
を
持
っ
て
行
く

具体案
「

大
型
絵
本
を
自
由
度
の
高
い
中
で
作
る
」
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ー
ジ
を
作
る
」

「

絵
本
を
使
っ
て
発
表
す
る
」
と
い
う
活
動
の
骨
子
が
決
ま
る

絵
本
の
ス
ト
ー
リ
に

最
も
注
目
す
る

製
作
に

最
も
注
目
す
る

授
業
で
、
外
部
か
ら
人

を
呼
ん
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
も
ら
う

授
業
で
、
製
作
の
技
法

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
紹
介
す
る

授
業
で
、
発
表
す
る
相
手
が

喜
ぶ
た
め
の
制
作
・
発
表
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
す
る

活
動
の
自
由
度
、
完
成
の
出
来
栄
え
等
、
大
切
に
し

た
い
こ
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
て
、
子
ど
も
が

目
的
意
識
を
も
て
そ
う
な
単
元
を
計
画
で
き
る

〃
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
、
結
果

と
し
て
目
的
意
識
を
も
て
そ

う
な
単
元
を
計
画
で
き
な
い

あったかも

しれない

プロセス

3： 子ども主導で授業を行うことを重視する 4： 活動の充実度を重視する

6： 単元のゴールに沿った目的意識をもつことを重視する

実際の

プロセス

アイデア出し＆自己点検期（X年9月） 肉付け・具体化期(X年9,10,11月）チーフになるとは思ってない期(X～X‐2年)

単元のゴールを考える期(X年8月）

ゴールまでのストーリー考案 期 (X年１２，１1月）

分岐への

影響要因

ポイント

★（チーフが経験すること）

ど
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
か
、
考
え
る


